
薬円台にある郷土資料館では、船橋市
の考古・民族・歴史などの資料が展示
されています。

老朽化による建て替えで、地上階には、最新の体
操器具等が備えられ、東京オリンピックに向けた
アメリカ男子体操チームの事前合宿が行われる予
定です。地下には、防音設備等を備え、吹奏楽部
の練習にも使える多目的ホールがあります。

市船新第３体育館（地上2階・地下2階）が完成！

希望の未来へ！あなたと市政のかけ橋に

船橋市議会議員 市民相談はお気軽に
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教員の働き方改革と学校教育活動の充実を目指して

「我が事・丸ごと」とは、地域共生社会を構築していく上で、地域のあるべき姿を示した、

キーワードです。高齢者のみならず、生活上の困難を抱える、障害のある方や子ども達

が地域において、自立した生活を送ることができるように、地域住民による支えあいと

公的支援が連動し、共生社会を実現させるものです。地域で起きている様々な問題を

他人事ではなく「我が事」としてとらえ、高齢者・障害者・子育ての分野別の相談を世帯と

して、複雑に絡み合っていることを「丸ごと」受け止めようということです。

平成30年第1回

(2/19~3/28）

定例議会の報告

笑顔あふれる子ども達のために「我が事・丸ごと」

教員がより児童生徒への指導や、教材研究等

に注力できる体制を整備し、教員の負担軽減

を図るため、学習プリント等の印刷などを教員

に代わって行うスクール・サポート・スタッフや

中学校の部活動指導員の配置で、適切な練習

時間や休養日の設定など部活動の適正化を

進めるなど、教員の働き方改革が必要です。

SNSを活用した、いじめ・自殺相談

深刻ないじめ問題。最近の子ども達は、電話やメールはあまり使わず、ＬＩＮＥなどのア

プリが使われています。

座間市におけるSNSを利用した高校生3人を含む９人の方が殺害された残忍な事件を

受け、ネットを通じて自殺願望を発信する若者が、適切な相談相手にアクセスできるよ

うに、SNSによる相談体制で、柏市が導入した「いじめ通報アプリ」は、いじめが起こった

時に、傍観者とならないようにするための指導と組み合わせていることが特徴です。

本市においても、導入すべきと要望しました。



社会構造の変化で、必ずこぼれ落ちる課題が存在するという問題意識が必要です。

地域の中で、SOSを出せない人たちを、どのように相談に結びつけるのかが、今後の

課題です。漠然とした時から、相談にのる事が大切で、そんなことはといって、ほって

おくから重症化するのだと思います。誰かが、どこかがではなく、我が事のように、その

家庭が抱えている問題を丸ごと考えて頂くことを要望しました。

「チーム学校」とは、スクール

カウンセラーや福祉の専門

スタッフなどを積極的に活

用して学校全体の組織力や

教育力を高め、教員が子ど

もと向き合う時間を確保でき

るようにする取り組みです。

スクールソーシャルワーカー

【社会福祉士・精神保健福祉士】が

5名配置されます。

学校からの要請で、教育センター

から派遣されます。

勤務は原則週2日で、1日の実働は

7時間となっています。

「学校支援地域本部」

H.21年度から、「学校支援地域本部」が中学校区で立ち上げられ、H.29年度末で

27中学校区中、12中学校区で設置されています。

これは、スクールガードの方や、学校を支えるために、ペンキ塗りや、花を植えたり

中には、そろばんや習字など授業の補助をするなど、地域住民が学校の応援団と

して様々なボランティア活動をしています。



はしもと 和子 ０９０－５５７４-９０７９

ホームページ hashimoto-kazuko.jp

市政に関するご意見・ご要望をお寄せください。

Ｓ.３５年 長野県軽井沢町生まれ 小諸商業高等学校卒業

八十二銀行入行 Ｓ.５７年より船橋市在住 Ｈ.２７年より保護司

１０月1日よりごみの収集回数が変更になります

家庭系可燃ごみの取集回数を、週3回から週2回に見直すことに

より、ごみの減量化と資源化が推進されます。

家庭系可燃ごみ
の処理費用は
年間約42億円
かかっています。

４５ℓのごみ袋一袋
で約２００円かかる
計算です。

ラップ・トイレットペーパーなどの芯
ティッシュペーパーの箱（ビニールは除く）
お菓子や食品の箱（つぶす）
チラシや印刷物
包装紙や折り紙などの雑紙を有価物とし
て出すことにより、ごみが減ります。

食べられるのに捨て
てしまう食品ロスを
なくしましょう

ごみを出す回数が
減るということは、
ごみ袋の購入が減る
ということです。


